
９／２５（月）の発表 【道庁プレスリリース】

報道発表資料の配付日時 ９月２５日（月）１５時００分

発 表 項 目 北海道食の輸出拡大戦略＜第Ⅱ期＞推進状況報告書2023年（１月～６月）

（ 行 事 名 ） の公表について

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

平成30年（2018年）12月に策定した「北海道食の輸出拡大戦略＜第Ⅱ期＞」

概 要 について、このたび、2023年１月から６月の推進状況をとりまとめましたの

で、次のとおりお知らせします。

１ 2023年上期の輸出実績（道内港）

・農畜産物・農畜産加工品 25.2億円(対前年同期比＋ 2.8億円（＋12.5%）)

・水産物・水産加工品 375.2億円(対前年同期比＋28.2億円（＋ 8.1%）)

・その他加工食品 51.1億円(対前年同期比＋ 9.8億円（＋23.7%）)

・合計 451.5億円(対前年同期比＋40.8億円（＋ 9.9%）)

２ 北海道輸出拡大戦略＜第Ⅱ期＞における輸出額の目標と推進状況

輸出拡大戦略では、2023年に道内港と道外港合わせて1,500億円の道産

食品輸出額を目標に掲げており、その推進状況は次のとおり。

（億円）

項 目 R2 R3 R4 R5

（2020） （2021） （2022） （2023）

上期 道内港 241.9 313.3 410.7 451.5

通年 道内港 577.9 770.7 989.3 今後調査

道外港（推計） 348.7 527.4 （613）

合計 926.6 1,298,1 （1,602.3）

※2022年（令和４年）の道外港の輸出額及び合計は見込額。

参 考 ○詳細は、道のホームページをご参照願います。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/sss/exp/suisinjyoukyouhoukoku.html

報 道 ( 取 材 )

に 当 た っ て

の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 経済部食関連産業局食産業振興課（担当者：生田（いくた））

（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ダイヤルイン ０１１－２０４－５３１２
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2 輸出の現状（道内港からの輸出） 
 

大品目 
2019 2020 2021 2022 2023    対前年同期 
上期 上期 上期 上期 上期     主な輸出額上位品目（前年同期増減額） 

農畜産物 
農畜産加工品 

億円 
16.4 

億円 
19.7 

億円 
22.9 

億円 
22.4 

億円 
25.2 

+2.8 億円 
（+12.5%） 

ながいも       8.8 億円      
米         4.9 億円 
ﾐﾙｸ･ｸﾘｰﾑ       4.4 億円 

(＋ 2.3 億円) 
(＋ 1.4 億円) 
(△ 1.8 億円) 

水産物 
水産加工品 

億円 
218.4 

億円 
185.5 

億円 
240.6 

億円 
347.0 

億円 
375.2 

+28.2 億円 
（+8.1%） 

ホタテガイ    260.4 億円 
サケ・マス     37.7 億円 
ナマコ        35.2 億円 

(△  1.3 億円) 
(＋ 18.0 億円) 
(＋ 10.1 億円) 

その他 
加工食品 

億円 
40.5 

億円 
36.7 

億円 
49.8 

億円 
41.3 

億円 
51.1 

+9.8 億円 
（+23.7%） 

菓子類      18.6 億円 
水･清涼飲料水 11.0 億円 
野菜調整品      8.3 億円 

(＋0 .2 億円 ) 
(＋6 .9 億円 ) 
(△1 .6 億円 ) 

合 計 億円 
275.4 

億円 
241.9 

億円 
313.3 

億円 
410.7 

億円 
451.5 

+40.8 億円 
（+9.9%） 

    
  

 

３ 2023 年度の展開方向と主な取組 
○ウクライナ紛争の長期化による食料・エネルギー問題、インフレ高騰、地政学的要因などがリスクとして継続

するなど、世界貿易の今後の先行きが見通しづらい状況。 

○こうした中、道としては、国際情勢等を鑑みながら、グローバルリスクへの対応の観点も含め、目標額のみな

らず、品目数の拡大や新たな輸出先の開拓、事業者の意欲向上の視点を踏まえ、以下の取組を実施する。 
  

   令和５年(2023 年)９月 
    北    海    道 

 ・地理的表示保護制度（GI）に基づき、十勝産「十勝ラ

クレット」及び浜中町産「浜中養殖うに」が新たに登

録。 

・米、かんしょ、たまねぎを対象に、海外の規制や大ロ

ット等のニーズに対応する輸出産地の形成に向けた取

組を実施。 

 

・ウクライナ紛争の長期化による食料・エネルギー問題、イ

ンフレ高騰、地政学的要因などがリスクとして継続するな

ど、世界貿易の今後の先行きが見通しづらい状況。 

・「都道府県・輸出支援プラットフォーム連携フォーラム」

「全国知事会 農林水産物輸出拡大プロジェクトチーム」

の設置など、国や都道府県間の連携を促進する動き。 

北海道食の輸出拡大戦略＜第Ⅱ期＞推進状況報告書 
<２０２３年上期(1月～6月)> 

 

海外・国の動き 
 

道内の動き 

 （１）生産の安定化・輸出品目の拡大 

・ホタテガイ養殖の実証実験の実施 

・訪日外国人向けの道産水産物のプロモーション及び 

アメリカ市場をターゲットとしたカレイ製品の販促 

・輸出先のニーズ等に対応した生産・加工体制の構築や

テスト輸出などの取組支援 

 （２）商流・物流網の整備 

 （３）北海道ブランドの浸透・市場拡大 

 （４）人材育成・輸出支援体制の強化 

・国際航空ネットワークの拡充に向けた取組の推進 

・輸出先国における輸入規制の撤廃・緩和と手続きの 

 簡素化などに向けた国への要望 

・関連団体や道の海外事務所等、海外のどさんこプラ 

ザと連携した、マーケット調査、ＰＲ活動、販売促進 

活動（商談会・展示会出展等）の実施 

・米国、中国、ＡＳＥＡＮ地域での更なる輸出拡大支援 

・シンガポール、タイの百貨店と連携して開催する北海

道フェアへの参加支援やブース出展の実施 

・新規輸出事業者のためのセミナーやアドバイザー 

 設置による輸出人材の育成 

・ワインの品質強化に向けた研修や各種プロモーショ

ンの実施 

・米国、中国等を対象に現地市場の動向や食品輸出の 

 法規制、リスクマネジメントなどに関する知識の習 

得を目指すセミナー等の開催 

・対米・対 EU 輸出 HACCP 認定取得及びベトナム向 

け施設認定取得に向けた講習会の開催 

 

１ 2023 年上期の輸出をめぐる情勢 

【参考】８月24日にALPS処理水の海洋放出が開始され、中国による日本産水産物の輸入停止による影響な

ど、流通・輸出全般にわたる甚大な影響が懸念されている。 


